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 スパイダープラス株式会社 

 代表取締役社⻑ 伊藤謙⾃ 

 （東証グロース：4192） 

 2024年12⽉期 第４四半期 決算説明資料スクリプト 

 【決算発表資料】 

 https://spiderplus.co.jp/ir/results/ 

 【スクリプトに関する注意事項】 

 本スクリプトにおける将来の⾒通しに関する記述は、将来の結果や業績を保証するものではありませ 

 ん。将来予想に関する記述には、既知および未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、将 

 来の実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明⽰的または黙⽰的に⽰された将来の 

 業績や結果の予測とは⼤きく異なる可能性があります。これらの記述に記載された結果と⼤きく異な 

 る可能性のある要因には、国内および国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開する業界の動向 

 などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。本書き起こしは、情報提供のみを⽬ 

 的として作成しております。また、⽇本、⽶国、その他の地域における有価証券の販売の勧誘や購⼊ 

 の勧誘を⽬的としたものではありません。 
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https://spiderplus.co.jp/ir/results/


 当社は、建設業界の課題をテクノロジーの⼒で解決する会社です。 

 ⼈⼿不⾜や法規制などにより⽣産性向上が喫緊の課題となっている建設業界に、施⼯管理SaaS 

 「SPIDERPLUS」の開発と販売をしています。 

 FY2024.Q4の決算概要ですが、業績はKGIであるARRが前期⽐+ 29%で成⻑したことを要因に、四 

 半期売上⾼11.0億円、前期⽐+ 25%で着地しました。 

 FY2024は、約４年間実施してきた先⾏投資期間の最終年度であることから、営業損失△0.6億円と 

 なりました。収益性は来期の営業利益の通期⿊字化に向けて順調に改善しています。 
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 事業の進捗ですが、DX先進企業を中⼼とした既存顧客内での浸透が進んだ結果、ARPUとARPAが⼒ 

 強く成⻑しています。 

 業績予想についてです。当社は今後、成⻑性と収益性を両⽴するフェーズに⼊ります。 

 これを踏まえて、FY2025においてはARR成⻑率30%と、営業利益の通期⿊字化達成をKGIとしてい 

 ます。 

 KPIの⼀覧です。FY2024第３四半期の決算において期末⽬標とした46〜47億円には届きま 

 せんでしたが、上述の既存顧客への浸透が進んだことにより、ARPUとARPAは過去最⾼の 

 成⻑率で⼒強く進捗しています。 

 各KPIの評価については次ページにて説明いたします。 
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 まずは、ARRについてです。 

 期末において既存顧客内の浸透が進んだ結果、ARRの成⻑が加速しています。⼀⽅で、⼀部 

 の⼤⼿顧客向け商談が⻑期化したこと、中⼩企業のニーズ⽴ち上がりが想定を下回ったこと 

 による新規顧客開拓の伸び悩みにより、期末ARRは⽬標に対しては未達となりました。 

 ARPUは、特に既存顧客において⾼まっているDXニーズを捉えるための「付加価値向上」 

 に注⼒した結果、成⻑率が四半期ごとに加速しております。 
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 SPIDERPLUSが、全社導⼊のように顧客内で深く浸透するためには、ユーザーに対する 

 「付加価値向上」によって、顧客内に「SPIDERPLUSを社内で広めてくれる推進者」を創 

 出することが重要です。 

 顧客内でSPIDERPLUS推進者が⽣まれることによって、他部署や他現場の紹介など、全社導 

 ⼊に向けた効率的な営業活動が可能になります。そのため、当社にとって「付加価値向上」 

 への取り組みは重要な施策となっております。 

 契約企業数は、残業時間上限規制を契機とした中⼩建設業のニーズ⽴ち上がりが想定を下回 

 るペースだったことから、新規契約企業の推移は例年並みの進捗です。⾜元での中⼩企業の 

 ニーズ⽴ち上がりは想定を下回っているものの、建設業界の⼈⼿不⾜問題は根深い課題であ 

 ることからも、全国的なDX需要拡⼤は遠くない未来に起こるものと考えております。 

 ARPAについては、SPIDERPLUSをすでに導⼊されている顧客において⽣産性向上ニーズが 

 ⾼まっている需要動向を踏まえて、既存顧客に対する浸透施策を進めた結果、⼤型商談成約 

 を主な要因として、ARPAの成⻑が加速しました。 

 5 



 解約率については、解約理由の傾向とともに重要な変化はありません。 

 今後も当社が基準とする1%未満の⽔準で推移する⾒込みです。 

 ここから、財務ハイライトの説明です。 

 四半期単位の売上⾼を⾒ると、第4四半期は約11億円を計上し、前年同四半期⽐+25％の成⻑となり 

 ました。営業損益では、第4四半期の会計期間で0.6億円の営業損失となりましたが、⿊字化に向け 

 て、収益性が順調に改善しています。 
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 FY2024の売上⾼は40.7億円、YoY Growth+27.5%の着地となりました。ストック収⼊の積み上げ不 

 ⾜を要因として、業績予想に対して約94%で着地しました。 

 損益⾯はFY2024は先⾏投資期間の最終年度として、計画的に規模拡⼤投資を進めた結果、通期では 

 約5億円の⾚字となりました。また、当期純損失が7億円台にまで拡⼤しているのは、特別損失とし 

 て約2.3億円の減損損失計上を⾏ったことが要因です。これは、開発基盤のリニューアルプロジェク 

 トで資産計上していた⼀部が今後使⽤⾒込みがなくなったため、会計基準に従い減損損失を計上した 

 ものです。 
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 特別損失の計上についてです。 

 期末において、来期以降のプロダクト戦略に基づいた開発基盤に対する⽅針変更を⾏いました。 

 その結果、SPIDERPLUSのリニューアルプロジェクトに投資してきた開発費の⼀部を会計基準に則 

 り、備忘価額まで減損損失を計上しました。 

 リニューアルプロジェクトは、「開発基盤の刷新による開発⽣産性向上」を⽬的として2020年から 

 着⼿したプロジェクトであり、これまでの開発過程で完成した新プロダクトや新機能については順次 

 リリースしながら進めてまいりましたが、今後は新たな開発⽅針のもと、開発⽣産性向上に取り組ん 

 でまいります。 
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 続いて、連結損益計算書についてです。 

 売上⾼は、SPIDERPLUSの成⻑に伴うストック収⼊増加を主な要因に成⻑しています。 

 売上総利益は、開発⽣産性向上への取り組みとして開発⼈員や開発プロジェクトの⾒直しをおこなっ 

 ていることから四半期売上総利益71.2%に上昇しています。 

 販管費は⼈的投資に伴う⼈件費の上昇のほか、年末に開催された建設DXテーマの展⽰会出展等の 

 マーケティング投資により前四半期から増加しています。 

 なお、特別損失の計上については、上述のとおり減損損失に関するものです。 
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 ⼿元資⾦拡充を⽬的に借⼊を⾏ったことから、⾃⼰資本⽐率が減少しておりますが、財務基盤は安定 

 しています。 

 先⾏投資に伴い営業キャッシュフロー及び投資キャッシュフローが減少しておりますが、先⾏投資期 

 間が終了するため今後は営業キャッシュフローはプラスとなる⾒込みです。 
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 開発⽣産性向上を⽬的として開発⼈員の配置や開発プロジェクトの⾒直しを⾏っていることから、売 

 上総利益率が約71%に上昇しています。限界利益率も80％台前半で安定しており、固定費の最適化が 

 進んだ結果、利益率が改善しました。FY2025も売上総利益率70%以上を確保できる⾒込みです。 

 販管費は、計画通り四半期平均約8億円の⽔準で推移しました。FY2024は主にカスタマーサクセス 

 部⾨を含めた営業組織の強化に投資を⾏いました。 
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 先⾏投資の状況についてです。FY2024は上期に採⽤活動を積極化し、下期は営業組織の⽣産性を⾒ 

 ながら採⽤コントロールを⾏いました。 

 ⽣産性の実績として、FY2024の下期から従業員⼀⼈あたりのARRも向上しており、組織⽣産性の向 

 上は、FY2025以降も⾼めていく⽅針です。 
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 業績予想についてです。 

 当社は、これまでの約4年間の先⾏投資期間を経て、⾼い成⻑性と収益性を両⽴するフェー 

 ズに⼊ります。具体的には、ARRの成⻑率30％以上と通期⿊字化を掲げております。営業利 

 益の予想は、前期約5億円の⾚字から⼀気に⿊字化に持っていく計画であるため、保守的な 

 数値を業績予想としています。実績ではこれを超える営業利益を積み上げてまいります。 

 これまでの先⾏投資期間について説明します。 

 当社は、2024年4⽉から建設業界にも適⽤された残業時間上限規制を契機とした建設DX需 

 要の拡⼤を⾒据えて、⼈的投資を中⼼に事業基盤を強化してまいりました。 

 先⾏投資によって、お客様の課題やニーズをプロダクトやサービスで解決する⼒、そして、 

 全国のお客様に我々のサービスを届ける⼒、すなわち事業アセットを構築しました。 

 構築した事業基盤によって、⾜元の組織の⽣産性、従業員⼀⼈当たりのARRが⾼まってき 

 ております。 

 FY2025の計画は、この⾼まっている組織の⽣産性をベースとして、ARR純増ペースを加速 

 するという考え⽅となっています。次のページにて、具体的な重点施策についてご説明しま 

 す。 
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 FY2025の重点施策は、「未導⼊企業の開拓」「既存顧客への浸透」「DX先進企業との共 

 創」としています。これは、FY2024から継続するものです。 

 重点施策の中では、「既存顧客への浸透」がFY2025の成⻑を牽引するとみています。すで 

 に当社サービスをご利⽤いただいている企業では、他部署や他現場への横展開によるユー 

 ザー数拡⼤（ID数増加）や、機能の追加導⼊（ARPU向上）によって、顧客あたりの浸透率 

 が⾼まってきています。 

 また、「全社的導⼊」に⾄っていない企業が多く、加えて当社顧客の⽣産性向上ニーズはな 

 お拡⼤していることから、「既存顧客の浸透」を重要性の⾼い施策と位置づけています。 

 「未導⼊企業の開拓」においては、先⾏投資によって構築した販売網により、これまで当社 

 がリーチできなかった全国のお客様にもSPIDERPLUSを届ける体制が構築できています。 

 この販売網を活⽤して、⼤⼿・中⼩問わず建設業界内のシェアを⾼めていきます。 

 「DX先進企業との共創」においては、すでにSPIDERPLUSを全社的に導⼊いただいている 

 お客様に対して、お客様の求める機能のカスタマイズ開発や、当社のBPOサービスを組み合 

 わせて提供し、より⾼いレベルの⽣産性向上、DXをお客様とともに推進します。 
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 上記3つの重点施策を推進することで、2025年のARR成⻑率30％と、通期⿊字化の両⽴を 

 ⽬指します。 

 重点施策の中では「既存顧客の浸透」に注⼒する⽅針のため、契約社数やユーザー数の成⻑ 

 加速はFY2026以降を想定しています。 

 採⽤⾯では、営業、開発部⾨を中⼼に採⽤を進めますが、組織の⽣産性を⾒ながら採⽤をコ 

 ントロールし、組織の⽣産性を⾼めることで、営業利益の⿊字化を⽬指します。 

 なお、営業利益の⽬標は前期5.1億円の⾚字を⼤幅に解消する計画であることから、保守的 

 な予想としております。 

 15 



 最後に、KGIに関する中期⽅針です。 

 FY2025以降、ARRの成⻑率30%を基準として、ARR100億円の早期達成を⽬指します。 

 収益性においては、中⻑期的に⾼い収益性を確保する⽅針を持ちながらも、建設DX需要は 

 今後もさらに拡⼤すると⾒込んでいるため、市場拡⼤を取り込むための成⻑投資はFY2025 

 以降も継続していく⽅針です。 

 以上 

 【本件に関するお問い合わせ】 

 スパイダープラス株式会社 財務IR部 

 メール問い合わせ先：  ir@spiderplus.co.jp 

 電話問い合わせ先 ：03-6709-2834 
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